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研究概要 

 これまでの空間分解能の限界を超えた顕微鏡の研究・開発をし

ています。従来の光学顕微鏡の空間分解能は 200 nm 程度しかあり

ません。そのため、生体の機能を解明するために重要な生体分子

(DNA, RNA, タンパク質など)を観察することはできません。開発

中の電子線励起アシスト光学顕微鏡は、光学顕微鏡と電子顕微鏡

を融合させた顕微鏡です。従来の光学顕微鏡の分解能を超える、

50 nm 以下の微細構造の観察を可能にしました。図に直径 100 nm

の従来の酸化亜鉛の微粒子を観察した結果を示します。開発した

顕微鏡による観察(図中左)では、個々の微粒子を観察できている

ことが分かります。しかし、従来の顕微鏡による観察(図中右)で

は、像がぼけてしまい、その詳細を見ることができません。電子

線励起アシスト光学顕微鏡は、生体機能の解明だけでなく、自己

組織化過程やナノ構造における特異な機能の解明など、様々な分

野で応用が可能です。 

メッセージ 

 計測技術の開発は、産業・科学技術の進歩に欠かせないものです。測定できないものは、科学の対象になら

ない。これまで測定できなかったものを測定できるようになれば、新たな研究領域が開けます。現在、光応用

計測を中心に研究をしています。光計測は非接触・低侵襲で生体に優しい計測技術です。しかし、通常その空

間分解能は 200 nm 程度しかありません。生体の機能を解明するのに不十分です。より高い空間分解能を実現

し、生きた細胞内の様々な分子の動態を可視化します。本技術は医療や創薬の技術を飛躍的に発展させること

ができます。我々の周りには、分からないことがまだまだあります。それらを測る新しい計測手法の開発を通

して、産業と科学の進歩に貢献します。 
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